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 私事で恐縮ですが、我が家ではなぜか５月生

まれが多く、私と丈母(義母)から次男と続き、婿

殿、そして初誕生を迎えた孫も加わり５人とな

りました。そして、私は遂に還暦。ところが、

本人は全くその自覚が湧いていません。 

 当初、温泉旅館で家族総出にて大いに祝お

う！と入れた予約も、この騒ぎで自粛。赤い

ちゃんちゃんこで家族写真というお決まりの行

事も飛び、自覚を得る機会も無くなりました。 

 そんな折、年金機構から予定年金額の通知が

届きました。65歳からの支給額と、70歳に先送

りした場合では、後者が金額的にお得な印象。

試算してみると82歳で分岐点となるようです。

つまり、82歳より短命なら早く貰い始めた方が

総受給額が多く、長命なら遅らせた方が多くな

ります。さて、自分の寿命は何歳か？そんなこ

とは分かるはずもなく、どちらを選ぶか数年考

える時間を頂いたような気分です。 

 こんな呑気なことを呟いて居られるのも、身

の回りに今回の感染症に「陽性・疑い」の人が

幸いにも全く出ていないからです。一方で、医

療関係者の方々はを始め、日々最前線で活動さ

れている方々の緊張感は、自粛要請が解除され

た後も続くことが考えられます。今まで以上に

感染拡大防止策を、草の根的・自主的に採り続

けることが、その方々への敬意と配慮につなが

ると痛感させられます。 

 今月の表紙写真は、ご寄稿を頂いている井垣

先生が、昨年６月に開業された際の一コマで

す。一年前の今頃、これほど地球規模の事態が

起こるとは夢にも想っていませんでした。 

 先のことは一切判らぬのが人間であるなら

ば、寄せる波を掻き分けて前進するしかありま

せん。還暦という「生まれ直し」に際して、改

めて世のお役に立ちたいものと、初心を想い出

しています。（は） 

編集室から 

 このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。 
 その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。 

香川県高松市にて 

本ニュースレターご寄稿の 

井垣俊郎先生ご開業の様子 

by hama 

水無月水無月水無月   本ニュースにレギュラー

執筆していただいている

川畠さんが「能登だらぼ

ち」を引き受けて改装開

店されました。 
 

上京された際、ご利用になってみてください。 
 

のと だらぼち 

03-5537-3078 

17:00～23:00 日曜祝休 
 

中央区銀座8-4-27 

プラーザ銀座ビル地下１階 

(銀座外堀通りasics前) 



濱
の
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業
塾 
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四
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検
証
② 
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起
業
の
志
を
立
て
、
機
会
を
掴
ん
で
具
体
的
な
着
想
を
得
、
本

格
的
な
事
業
化
の
可
能
性
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
獲
得
す
る
た
め
の
試

行
を
経
て
、
そ
れ
を
検
証
す
る
と
い
う
流
れ
を
ご
紹
介
し
、
前
号

で
起
業
の
成
否
は
熱
量
に
拠
る
と
紹
介
し
た
。 

 

一
方
で
、
想
い
が
強
い
と
、
そ
れ
を
成
就
さ
せ
た
い
と
い
う
意

識
も
自
ず
か
ら
強
く
な
る
。
こ
れ
が
試
行
↓
検
証
と
い
う
場
面

で
、
完
ぺ
き
主
義
と
し
て
発
露
し
て
し
ま
う
と
、
逆
に
超
え
ら
れ

な
い
境
界
を
生
む
こ
と
が
あ
る
。 

 

技
術
系
の
起
業
家
に
比
較
的
多
い
反
応
だ
が
、
事
業
内
容
が
未

だ
完
璧
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
社
会
に
提
供
す
る
こ

と
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
。
自
動
車
と
い
う
製
品
は
、
最
初
か
ら

レ
ク
サ
ス
を
産
ん
で
は
い
な
い
。
馬
車
に
動
力
を
付
け
た
も
の
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
長
距
離
移
動
は
、
過
酷
だ
っ
た
と

想
像
で
き
る
。 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
、
最
初
は
電
話
機
能
が
な
く
、
音
楽
デ
ー

タ
の
再
生
機
か
ら
進
化
し
て
い
っ
た
先
に
登
場
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

と
い
う
新
カ
テ
ゴ
リ
を
も
産
ん
で
い
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
完
璧
を
目
指
す
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。
し
か
し
、

い
き
な
り
最
初
か
ら
完
成
形
を
提
供
で
き
る
と
い
う
傲
慢
さ
が

垣
間
見
れ
は
し
ま
い
か
。
さ
ら
に
、
そ
の
指
向
に
よ
っ
て
起
業
機

会
そ
の
も
の
を
逃
し
て
し
ま
っ
て
は
、
元
も
子
も
な
い
。 

 

幸
い
な
こ
と
に
緊
急
事
態
宣
言
は
有
効
で
し
た
が
、
社

会
経
済
へ
の
影
響
も
深
刻
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
自
粛
を

再
々
繰
り
返
す
こ
と
は
、
現
実
問
題
と
し
て
厳
し
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
は
、
ウ
ィ
ル
ス
と
の
共
存
を
模
索
す
る

段
階
（w

ith
 

コ
ロ
ナ
）
で
す
。
五
月
二
十
日
時
点
の
状
況

を
ま
と
め
ま
し
た
。 

①  

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
必
要
だ
が
感
染
の
実
態
は
判
ら
な
い 

こ
の
ウ
ィ
ル
ス
は⑴

誰
が
感
染
者
か
分
か
ら
な
い⑵

感
染

す
る
と
し
ぶ
と
い⑶

基
礎
疾
患
が
あ
る
と
肺
炎
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る⑷

突
然
重
篤
化
す
る
、
と
い
う
稀
な
特
徴
が
重

な
っ
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
。⑵

～
⑷

に
対
し
て

は
、
い
く
ら
医
療
者
が
頑
張
っ
て
も
特
効
薬
が
な
い
以
上

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、⑴

を
何
と
か
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
解
決
策
は
一
つ
、
検
査
で
感
染
者
を
見
つ

け
出
す
こ
と
で
す
。
現
時
点
で
最
も
精
度
の
高
い
方
法
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
す
。
試
薬
の
調
達
と
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方

式
が
安
定
す
れ
ば
、
検
査
件
数
も
増
え
る
で
し
ょ
う
。
で

も
、
こ
の
検
査
に
も
限
界
は
あ
り
ま
す
。
前
々
回
も
述
べ
ま

し
た
が
、『
感
染
者
は
発
見
で
き
る
が
、
非
感
染
の
証
明
は

で
き
な
い
』
と
い
う
点
で
す
。
陽
性
と
判
定
さ
れ
た
ら
、
九

十
九
％
以
上
の
確
率
で
感
染
者
で
す
。
し
か
し
、
陰
性
の
中

に
も
感
染
者
が
紛
れ
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
他
の
検
査
法

に
比
べ
れ
ば
少
な
い
と
は
言
え
、
感
染
者
の
三
人
に
一
人

は
陰
性
と
判
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
原
因
は
、
ウ
ィ
ル
ス

の
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
検
体
採
取
や
輸
送
な
ど
で
壊
れ
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。
そ
も
そ
も
Ｒ
Ｎ
Ａ
自
体
が
脆
い
も
の
な
の
で
、
工

夫
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
検
体
を
唾
液
に
す
れ
ば

採
取
す
る
側
の
感
染
リ
ス
ク
は
低
下
す
る
の
で
、
そ
う
し

た
改
良
は
進
む
で
し
ょ
う
。 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
以
外
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
簡
易
検
査
と
同
じ

原
理
の
抗
原
検
査
も
開
発
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
簡
便
で

は
あ
る
け
れ
ど
、
精
度
は
落
ち
ま
す
。
非
感
染
を
証
明
出
来
な

い
点
も
同
様
で
す
。
抗
体
検
査
は
全
く
用
途
が
違
っ
て
、
感
染

か
ら
数
週
間
た
っ
て
出
来
て
く
る
抗
体
を
調
べ
る
の
で
、
過
去

を
振
り
返
っ
て
感
染
状
況
を
検
証
す
る
に
は
有
用
で
す
。
い
わ

ば
、
未
来
の
為
の
デ
ー
タ
集
め
で
す
。
ウ
ィ
ル
ス
は
便
中
に
も

出
て
く
る
の
で
、
下
水
中
の
ウ
ィ
ル
ス
検
査
も
一
部
で
始
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
未
来
の
為
の
デ
ー
タ
集
め
で
す
。 

② 

第
二
波
・
第
三
波
は
防
げ
な
い
の
か
… 

現
時
点
で
は
、
無
症
状
や
軽
症
の
感
染
者
を
全
て
検
査
で
見

つ
け
出
す
こ
と
は
不
可
能
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

こ
の
ま
ま
緩
み
続
け
れ
ば
、
第
二
波
・

第
三
波
の
襲
来
は
確
実
で
す
。
そ
う

な
る
と
病
院
や
高
齢
者
施
設
で
の
集

団
感
染
を
阻
止
す
る
事
は
至
難
の
技

で
す
し
、
若
い
人
も
低
い
割
合
な
が

ら
重
篤
化
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
考

え
る
と
、
明
確
な
基
準
を
作
っ
て
皆

が
納
得
し
た
う
え
で
、
感
染
の
波
を

最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
自
粛
と
緩
和

を
繰
り
返
し
な
が
ら
ワ
ク
チ
ン
か
特

効
薬
の
開
発
を
待
つ
し
か
な
い
、
と

い
う
の
が
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
の

見
通
し
で
す
。 

 

事
業
を
動
か
し
な
が
ら
、
提
供
側
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
マ
ン
パ
ワ
ー

を
積
み
重
ね
て
、
提
供
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方

が
、
真
摯
で
謙
虚
で
は
な
い
か
。
自
動
車
の
発
展
は
、
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
ろ
う
。 

 

ス
マ
ホ
は
、
そ
の
発
展
を
見
る
に
、
最
初
か
ら
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
構
想
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
る
。
終
着

点
を
描
き
、
そ
れ
を
実
現
す
る
技
術
が
登
場
す
る
ま
で
、
そ
の
手
前

に
市
場
を
創
り
、
進
化
さ
せ
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
。
途
中
の
市
場
に

は
、
音
楽
配
信
・
ア
プ
リ
市
場
が
あ
り
、
導
く
た
め
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
と
共
に
歩
ん
で
い
る
。 

 

北
ア
ル
プ
ス
の
険
し
い
登
山
道
を
思
い
描
い
て
欲
し
い
。
右
も

左
も
急
峻
な
谷
へ
と
落
ち
て
い
る
。
そ
の
間
の
細
い
尾
根
筋
に
一

本
の
道
が
連
な
っ
て
い
る
。
経
営
の
道
と
は
、
そ
ん
な
山
道
の
よ
う

な
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
右
は
、
楽
観
主
義
と
い
う
滑
落
斜
面
。
左

の
谷
筋
は
、
悲
観
主
義
と
い
う
落
と
し
穴
。
渡
り
き
る
に
は
、
ど
ち

ら
に
寄
り
過
ぎ
な
い
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
要
る
。 

 

江
戸
時
代
の
商
人
で
、
後
の
三
越
百
貨
店
や
三
井
銀
行
の
元
と

な
っ
た
三
井
財
閥
・
中
興
の
祖
で
あ
る
三
井
高
利
の
こ
と
ば
は
、
数

百
年
の
時
を
経
て
も
尚
、
仮
説
↓
検
証
の
繰
り
返
し
で
あ
る
起
業
・

経
済
活
動
の
真
髄
を
突
い
て
い
る
。 

 

楽
観
的
に
、
将
来
を
構
想
せ
よ 

 

然
る
後
に
、
悲
観
的
に
最
悪
の
状
況
を
想
定
し 

 

そ
の
上
で
、
楽
観
的
に
行
動
せ
よ 

寄
稿
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
（C

O
V

ID
-
1

9

）

第
四
弾
』 

 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
ク
リ
ニ
ッ
ク 

井
垣 

俊
郎 

 
  

 
  

 
 

  
 

  
 

  
 

  

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

( 
い
が
き 

と
し
お 

)

金
沢
大
学
北
溟
寮

で
、
濱
さ
ん
の
二
年
後
輩
で
し
た
。
濱
さ

ん
は
、
と
っ
て
も
怖
か
っ
た
…
。
卒
業
後

は
金
沢
を
離
れ
、
現
在
は
温
暖
な
讃
岐
高

松
で
ヌ
ク
ヌ
ク
し
て
い
ま
す
。 

出典：５月９日 産経新聞 



 子ども達の学校が休みになってもうすぐ３か月近くたちます。６月１日からは３

日に１回の登校というスタイルから学校が再開しますがこの休校期間で保護者の多

くから問い合わせあったのが、『目黒区の公立小学校ではon-line授業はしないので

すか?』というものでした。 

 確かに、私立小では休校期間中もタブレットをブラウザーにした授業が実施され

ており、多くの保護者から『教育格差がつく』という声も出ていました。能登生ま

れ能登育ち、周りには鼻垂らした子供ばかりで公立しか存在しなかった僕として

は、私立行けばよかったんじゃないの?公立行かせようと決めたのあなたでしょ？と

言いたいところを少し我慢しつつ、on-line授業導入に関する障害についてこの3か

月で感じたことを羅列してみたいと思います。 

1.環境の不備 

・PCやタブレット端末で子どもが専用で利用できる環境となっている家庭は少な

い。目黒区も22校で440端末の貸し出しをしていましたが全く足りません。 

・保護者でもネットリテラシーが高くない世代も多く、子供が教材の動画を見よう

にもそこにたどりつけなかったという話も聞きます。 

2.コンテンツ力の問題 

 教員個々のスキルに依存するため担当教員や学校ごとに差が出てくると思われま

す。また小学校の教科書を見るとわかりますが、教室での授業を前提としたつくり

になっています。教科書+補助教材が必要であり、on-line対応となると教科書の仕

様から再構築が必要です。 

3.教員の負荷が増大 

 授業コンテンツの作成もそうですが、教室での授業と異なるので児童1人あたり

への対応により負荷がかかります。教員の働き方改革が叫ばれている中で逆行する

取組は果たして推進されていくのか?というのは甚だ疑問です。 

4.外からの視点がない 

 渋谷区はIT企業とタイアップして独自にon-line授業を開始しました。ただ多くの

自治体では、外からの視点というのが皆無です。皮肉にも新型コロナの拡大で、大

人の働き方改革とともに間違いなく学び方改革が求められます。子供の教育フィー

ルドという魅力的なマーケットに関心を示す企業も少なくありません。それを判断

する目利きを持つ人材が自治体に少ないというのが現実でしょう。 

 新型コロナの第二波への対応はもちろんですが、昨今の不登校児童増加傾向とい

う事実も捉え、今こそ自宅でも十分学べる機会を学校や教員任せにするのではなく

国や東京都で推進してほしいところです。『スマホを子供に持たせるなんてよくな

い!!!』と言っている区の教育委員会の方々では到底実現できません。"子供は国の

宝"ですが、今はまだ原石の状態。原石を磨いてそれぞれが個性ある光輝く宝石にな

るためにも、過去の歴史や忌まわしき伝統にとらわれることなくソリューションを

提供していく事こそが、アフターコロナ時代における新たな教育システムだろうな

と感じるこの頃です。 

 青森県出身で一番読まれている作家といえば、太宰治（津島修治）であろうか。

今年は生誕111年にあたる。今も東京都三鷹市禅林寺での桜桃忌には太宰ファ

ンが訪れるという。この４～５月に太宰に関するニュースが３点あった。 

●先の４月20日、太宰の長女である園子さんが亡くなった(78歳)。園子さんに

太宰を重ねる人も多かったのではないか。次女で作家の佑子さんは2016年2月

（68歳）に亡くなっており、お二人の出身は太宰が最後に過ごした三鷹になっ

ている。園子さんの夫は元厚生大臣、長男は現青森１区の衆議院議員である。太

宰の兄の文治は元青森県知事、衆参の議員でもあり、いまでも青森県、とりわけ

津軽（主に夏泊半島から西の地域）では「津島」ブランドが強い。 

●千葉県船橋市の太宰ゆかりの宿が４月30日閉館（1921年創業・楼閣風の木

造建築、国の登録有形文化財指定）。太宰が船橋市に1年３ヶ月住んでいて、こ

の旅館には20日間ほど桔梗の間に滞在し小説を執筆したという。JR船橋駅の南

側には太宰治の旧宅跡、文学碑などがある。 

●秋田さきがけ新聞（５月１日と２日）にゴールデンウィークに「大人も、子ど

もも家で読みたい５人の名作」に「走れメロス」が掲載され、40数年ぶりに読

む。確か、中学校？の国語の教科書に全文が載っていて勉強をした記憶がある。

太宰の地元を通るストーブ列車の「津軽鉄道」の車両にも「走れメロス号」があ

る。 

◆青森県のシンクタンクに在籍していた2002年3月。最期の業務が地元デザイ

ン会社とのコラボによる「太宰ロード」マップ作成の業務（当時の青森県観光課

からの委託）。おそらく、文学者の足跡を地図化し発行することは、青森県では

初？であった。実際の作業は、小説「津軽」、「思い出」などに出てくる青森県

内の名所、文学碑などをめぐり数行のコメントを書き写真を撮影するもので

あったため、改めて太宰の小説などに目を通し各地をフィールドワークした。 

太宰に関する記念館を紹介すると 

●太宰治記念館「斜陽館」（五所川原市金木町）。太宰の生家。明治に建築され

た地主の豪邸であり、旅館となっていたが現在は博物館に（かつて１度宿泊し

た）。和洋折衷の入母屋造りの建物は国の重要文化財建造物に指定。 

●「小説・津軽の館」（中泊町小泊）。太宰の乳母である越野タケさんと小学校

の校庭で運動会を見る像がある。この一説は「津軽」に記されたシーンである。 

その他、青森市には青森中学時代の「学生時代の下宿地」の碑、弘前市には弘

前高校時代に下宿していた「太宰治まなびの家」が残存する。文学碑は五所川

原市金木町の日本のさくら百選にも選出された「芦野公園」、外ヶ浜町蟹田

「観覧山」や「龍飛崎」、弘前大学内、青森市中央市民センター前など、津軽

地方の随所にある。太宰ファンには「津軽」などを片手にのんびりと巡ること

をお勧めしたい。 

きただより77 弘前大学 地域社会研究会 上村 康之 

『 「太宰治生誕111年」に寄せて 』 

『 on-line授業を考える 』 

株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩 



 この手の店はカウンター席に限ると思っている。包

丁さばき、盛り付け、店主との会話、このライブ感が

好きなのである。 

建物は相当にいい、カウンター越しに見る庭の風景

も。カウンターは７席、我ら含め2組4人のお客。ふじ

居と刺繍されたおしぼりと和紙に書かれた献立が出

された。ビールで軽く喉を潤した後は日本酒。ここで

は富山の地酒「満寿泉(ますいずみ)」が出される。ガラ

ス製の徳利には花唐草模様を施している。そして出さ

れた木箱には作家もののガラスの盃が並べられてい

て中から選ぶ趣向になっている。 

富山市と言えば薬売りはイメージできてもガラス

のことは知らなかった。実はガラスは薬瓶の製造が盛

んに行われていた歴史によるもの。現在では「ガラス

の街とやま」と称した取り組みがなされ、市立のガラ

ス美術館が図書館も入る複合施設「TOYAMA キラリ」に入っている。 

翌日訪ねたこの建物、2階から6階までは吹き抜け空間になっており、6階

の天窓から光が斜めに差し込んでいる。様々な角度で直立さ

せられたスギ材のルーバーが吹き抜けを囲むように取り付け

られていた。吹き抜の空間の防火区画は無くスプリンクラー

が付いていた。吹き抜けから見える柱はミラー仕上げで、周囲

が写り込むから、その存在を感じさせず、さらに開放的な空間

を感じさせる。図書館は特に秀逸、書架が抜けのデザインに

なっているため閉鎖感がない。サインもとてもセ

ンス良くわかりやすい。勉強机の照明は隔て板の

面そのものを光源にしていた。これまで見たこと

もない図書館デザインに圧倒されっぱなしだっ

た。 

設計は隈研吾建築都市設計事務所だ。高知県梼

原町の図書館も設計されていて、こちらも相当に

素敵だった。現在、小山町内で建築が進む隈事務所

設計の「足柄駅交流センター」の完成が楽しみだ。

プロポーザルの水平の軒線を強調した「根津美術

館」ぽいデザインが、隈氏のスイッチが途中で入っ

たせいで斬新なものに変わっている。7月には完成

する。どんな評判を呼び、地域に与える影響はどう

なるのか大いに楽しみだ。（つづく） 

『富士の国から ～大魔神のたび～  』富山への旅(2020.3/26～27) 

静岡県小山町まちづくり専門監 溝口 久    

新型コロナウイルスの感染予防から県境を越えての移動が憚れる少し前の3

月26日に高岡市への出張があった。小山町での殖産興業遺産活性化プロジェク

トの一つである明治39年に建設された森村橋の復元工事があり橋の本体の復

元が終了し、橋詰広場の整備に着手することになっていた。 

この広場に森村橋の名前の由来になっている「森村

市左衛門」のブロンズ像を据えることにしていた。その

像の原形をチェックしに高岡まで出向いたのであっ

た。クレイで造られた原形の森村市左衛門が語りかけ

てくるようなら満足、豊富なあごひげに柔和なまなざ

し、注文を出すごとにヘラを動かし削ったり盛ったりが繰り返された。これで

良しと判断し用は済んだ。 

この日は富山市内に泊まることにしていた。となればどこで夕食をするかが

大きな関心事だ。 

こんな時、いつも思い出す言葉ある。由布院の溝口薫平さんに「Qさん、時間と

お金をかけて旅する時にな、旅先NO.1の旅館を選らんだり、食事をすることを

しなさい」と言われたことだ。県立大学での講義の時にも学生に向けて「一流

に触れることをしなさい」と言った手前もあるので、富山市内でNO1と思った

料理店を予約することにした。日本海の幸を巧み料理して出す日本料理店を

ネット検索した。「夜のコース、おまかせのみ一人2万円」これだ！この手の店

は予約が取れないことが多い。由布院でも価格が高い宿から満室になっていく

現象があるからそうなんだろう。 

高ぶる気持ちで電話予約したところ、予約できた。この時すでに宴席や外食自

粛の雰囲気が十分に広がっていたからと思う。その前に一緒に出張する職場の

同僚の了解をとらなければならない。これには苦い経験がある。博多に職場旅

行に行くに当たり夕食をどこにするかで、先走ってリーズナブルな日本料理店

を7000円で予約したところ、「もつ鍋がいい」と却下

され、結局小生だけがその料理店に行ったことがある。

一人で博多の夜、何てしませんよ、博多に住む友人を

誘った、むしろその方が楽しかったけどね。 

今回の出張に同行する金子君に「一人2万円以上にな

るけどいいかい？その日は私の誕生日だし」と尋ねた

ところ即OK。ならば行こう、その店「御料理ふじ居」

へ。迷いつつも辿り着くと木のゲートの連続をくぐり

ぬけていくと玄関には和服姿の女性が三つ指立てて迎

えてくれた。 


